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　「スポーツ」は主として文部科学省が取り扱
うのが通常でしたが、平成23年にスポーツ基本
法が制定され障害者も含めたすべての国民にと
って「スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営
むこと」は権利であることが明記されたことが
大きな転機になりました。引き続いて作られた
スポーツ基本計画には競技スポーツへの医学的
支援を実施する機関として当センターの名前が
明記され、それが今回の名称変更で「スポーツ
科学」という言葉が入ることにつながりました。

　「スポーツ科学支援」という言葉の中には大
きく分けて練習環境支援と医学的支援の二つが
含まれます。まず練習環境支援ですが、昨年の
ロンドン・パラリンピックでも話題になった女
子ゴールボールや車いすラグビーの日本代表チ
ームの監督が当センター職員であることもあっ
て練習場所として当センターの体育館を拠点と
していました。日本代表チームであっても練
習・合宿場所の確保はどの競技でも容易ではな
く、とくに障害が重度であったり、競技の特殊
性が高い場合は困難なのが実情です。健・スポ
では日本パラリンピック協会との連携を通じて、
国リハでの合宿利用を紹介しています。平成24

国リハで「スポーツ」ということ

競技スポーツへの支援

年度には４種目の団体が合計10回の合宿を実施
しています。その反響は大きく、今年度も数多
くの問い合わせを各競技団体から受けています。
　一方、医学的支援は「メディカルチェック」

「コンディショニング」「スポーツ障害対策」に
大きく分けられます。「メディカルチェック」は
パラリンピックなど大きな大会の前には参加選
手は健康診断を受けて、大会への遠征、競技参
加に支障がないことを確認する必要があります。
オリンピック選手の場合、こうしたメディカル
チェックは国立スポーツ科学センター（JISS）
で一括して行われています。障害者競技におい
ては移動の問題もあるので、国内選手全てを一
か所に集めるのは困難ですが、そうしたメディ
カルチェックの方法も含め実施施設のひとつと
して機能していくことになります。
　また、「コンディショニング」や「スポーツ障
害対策」は競技者の体を整える支援とも言えま
す。健常者アスリートが科学的なデータをもと
にトレーニングを積んで体力や持久力、ときに
は精神力を鍛えていくことはよく知られている
ことですが、同じ手法を障害者に当てはめるこ
とはできません。トレーニングの内容、量、結
果の分析法など、どれをとっても疾病の種類や
障害の程度によって異なりますので、それに応
じたデータの蓄積が必要になります。当センタ
ーで行う医学的支援とはそうしたものを念頭に
実施していく予定です。

　３年前の平成22年、障害者の健康維持とスポーツ振興を通じた社会参加推進をめざして健康増進
センターが誕生しました。当センターが培ってきたリハビリ体育や健康管理のノウハウを結集して
組織横断的なプロジェクトがスタートし、病院と体育館、そして自立支援局を中心に活動を続けて
きました。そして平成25年５月、名称変更する形で「障害者健康増進・スポーツ科学支援センター」
（以下、健・スポ）がスタートしました。
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した。そうした場で意見交換をすると、現状で
は個々の施設が独自の工夫をしながら取り組ん
でいるが、もっと大きな規模での調査やそこか
ら導き出されるガイドラインに相当するものが
障害者の健康増進分野にあれば、という気持ち
を現場で働く多くの人が持っていることを感じ
ます。健・スポでは平成24年に自立支援局入所
者あるいは外来通院患者さんを対象に、肥満な
どのいわゆるメタボ対策を要する方への運動・
栄養・生活指導の介入調査を行いました。そう
した場で得られた経験を活かし、平成25年度は
複数の中核施設と連係を取って、多施設でプロ
トコールを共有して調査を開始する予定です。

１）健康増進外来
　毎週木曜日午前に整形外科外来を窓口に外来
を行っています。これまでも多くのご利用をい
ただいていますが、国リハ外来通院中の方の肥
満・メタボ・体力低下について対応します。基
本的には一般のスポーツ施設で対応が困難な障
害者の方を想定していますが、高齢者などそれ
に該当しない方でもご相談いただければと思い
ます。医学的リスク管理のもと運動指導と栄養
指導のプログラムに導入し、状態の改善を目指
します。
２）障害者スポーツ外来
　同じく木曜日にスポーツに関連した怪我や故
障の対応をする外来を開設しています。
３）人間ドック
　内科冨安医師により人間ドックが再開され、
利用される方も増えてきています。希望の方は
医事課窓口にご相談ください。

健・スポの活動

　もちろん大会に出場して競うだけがスポーツ
ではありません。リクリエーションとしてのス
ポーツ、健康維持・増進としてのスポーツなど
さまざまな段階のスポーツを健・スポは推進し
ていきます。病気に対する治療やリハビリをへ
て自立した生活がはじめられたからといって、
その人の健康状態が保証されるわけではありま
せん。障害のもとになった病気の経過は医療の
枠組みの中で実施されますが、健康維持の部分
は本人にゆだねられています。
　健常者であればスポーツジムに行って、体重
や血圧を日ごろの目安とし、さらに定期的な健
康診断を受けることで健康維持をすることがで
きます。しかし、障害を持った場合、どのよう
な場所でどういった運動をすればよいのか、ま
た体の状態を示す数字の解釈は健常者と同じで
よいのか、といった質問に明確に答えることは
現時点では困難です。健・スポの大きな役割は
臨床現場でのデータ収集と介入によって、この
質問に答える素地を作っていくことにあります。

　競技スポーツへの練習・医学支援も健康増進
のプログラム開発も一つの施設で、それも限ら
れた人数で実施できるものではありません。む
しろ、全国にはこうした課題に対し先駆的に取
り組んでいる施設が数多くあります。昨年秋に
実施した「障害者のヘルスプロモーションに関
する研修会」や本年２月に開催した国際セミナ
ー「障害者の健康増進とスポーツ」ではそうし

た施設から多くの参加を頂きま

健康増進・リクリエーションスポーツ支援

他施設との連係
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ィカルチェック（健康診断）を実施しています。
７）競技スポーツの練習環境支援
　センターの多部門のご協力のもと、週末を中
心に障害者スポーツチームの合宿の場を提供し
ています。平成24年はゴールボールや車いすラ
グビーの日本代表チームを中心に利用していた
だきました。今年はさらに多くの種目の合宿が
見込まれます。

　このように健・スポはいろいろな活動をして

みんなの健・スポをめざして

４）自立支援局での健康管理
　自立支援局の健康管理室（平成25年に利用者
診療室から改称）を拠点として、健康診断、予
防接種、健康・栄養相談を行っています。
５）様々な場での健康情報提供
　健康教室の開催など、一般の方に分かりやす
く、気軽に健康についての情報を提供すること
を積極的に行っています。こうした場は当事者
が自分の障害とは別に自身の健康状態について
意識し考える場にもなります。
６）競技スポーツの医学支援
　障害者スポーツ競技会に出場する選手のメデ

写真１：障害者スポーツ指導者への車いす研修の様子



― 6 ―

写真２：医師・運動療法士・管理栄養士・看護師・保健師　の混成チームです
名前が長いので「健・スポ」でよろしくお願いします！

はいますが、専属のスタッフというのはごくわ
ずかです。下の写真では賑わっていますが、実
際には他の部署からの併任や協力という形で来
ている人がほとんどです。また、様々な活動を
するうえでセンター内の多くの人のご協力を頂
いてきましたし、これからもそれは続くと思い
ます。
　健康増進やスポーツはそれ自体が目標になる
ものではないかもしれません。体重が減り、血
中コレステロール値が下がる、あるいは国際的
な障害者スポーツ大会で日本の金メダル数が増
える、これらは一連の活動の方法や結果を評価

する目安にはなりますが、それさえ得られれば
よい、というものでもありません。健康増進や
スポーツの先にあるものは、個々の当事者によ
って異なるかもしれません。それが何であるの
か、実際に健・スポのサービスを活用する当事
者の方を通じて、センター内外の様々な人たち
と考えていければと思っています。
　まだまだ何をする部署か、どう利用すること
ができるのか、分かりにくい面も多々あろうか
と思いますが、今後も様々な場面で活動を紹介
していきたいと思います。何かの折には是非、
国リハ「健・スポ」を活用して下さい。


